
　三重県の概要
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三重 

東京 

愛知 大阪 

三重 

　●総人口　（R４.10.1）　１７４．２万人 
 

　●児童人口（R４.10.1）　　２４．９万人 
 

　　　児童相談センター（児童相談所を統括）と 
　　　児童相談所（６か所）を設置 
　　　　　　　　　　 

三重県児童相談センター
中勢児童相談所
（⼀一時保護所併設）

鈴鈴⿅鹿鹿児童相談所

北北勢児童相談所
（⼀一時保護所併設）

伊賀児童相談所

南勢志摩児童相談所
紀州児童相談所

車で425km 

【 ５．５時間 】 

電車で４３５km 

【 ２．５時間 】 
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　三重県における児童虐待相談対応件数の推移
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三重 

　児童虐待相談対応件数の推移 

　児童虐待相談の経路（令和３年
度） 

       　 　  経  路路
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相談件数 89 596 61 647 58 184 1 2 37 94 28 302 26 22 2,147

構成⽐比(%) 4.1 27.8 2.8 30.1 2.7 8.6 0.0     0.1   1.7 4.4 1.3 14.1 1.2 1.0 100.0

近年年、三重県では
2,000件以上で

推移

（全国の件数）
（三重県の件数）

1.22件/千⼈人
(全国31位）

7.25件/千⼈人
(全国30位)※三重県調べ	

県総⼈人⼝口⽐比 県0-‐‑‒19歳⼈人⼝口⽐比



　三重県における児童虐待対応力の強化に向けた取組
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三重県方針（虐待対応ポリシー）を策定（平成25年
度）　 

三重県版リスクアセスメントツールを開発（平成2６年度運用開
始） ①⼦子どもの安全を最優先

②疑わしきは（⼦子どもを）保護

③虐待の加害者が誰かにはこだわらない

 　職員の経験に係らず迅速な対応が可能となるよう作成

 　〇的確な危険度度査定
 　〇⼀一時保護の基準や対応の標準化

 　

AIを活用した児童虐待対応支援システムの導入　 

死亡事例を検証し、課題解決に向けた対応を整理 

リスクアセスメントツールを活⽤用したことにより、
約６,000件のデータが蓄積され、再発率率率との関係や⼀一時保護の効果等を分析

 　 　

措置中の乳児院から⼀一時帰宅宅していた⽣生後５か⽉月の男児を
⺟母親が炎天下の⾞車車内に放置し死亡

⺟母親が本児に暴暴⾏行行したとの通報が警察にあり、児相が家庭訪問等を
⾏行行っていた中で、⺟母親が⽣生後１０か⽉月の⼥女女児の頭部を殴打し死亡

桑名事例（８月）　 
虐待による死亡事例（平成24年度）　 立て続けに 

発生！ 四日市事例（１０月）　 

　 三重県版リスクアセスメント
シート（一部抜粋） 

緊急出動を検討する６項目　 

一時保護を検討する１５項目　 AI技術を導入してこれまでの知見を活用 

■過去に児童相談所に通告されていた
 　記録がある 　⇒ 　2.55倍
■⾸首から上の傷あざ・腹部の打撲痕⇒ 　1.23倍

再発率率率との関係
・⼀一時保護によって虐待再通告率率率が
 　3分の１低減

 　保護なし  18％       　 　保護あり  12％

⼀一時保護の効果

　　　実証実験を経て、令和２年７月から県内の全児童相談所にシステムを導
入！ 

全国初！ 

　　　〇子どもの安全が確定できない　
等　 

　　　〇傷・痣が首から上・腹部にある　
等　 



　ＡＩを活用した児童虐待対応支援システム（AiCAN）について

4	

再発率（％） 

要対応度
（％） 

対応日数 

　　傷の部位、内容の迅速な情報共有が可能 

子どもや保護者など家庭の情報を入力 

過去の対応記録に基づきAIがシミュレーショ
ン 

判断に必要な情報が瞬時にデータで示される 

1

2

3

システム利用の流れ 



　三重県における警察との連携強化に向けた取組
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○児童相談センターに現職の警察官（1名）を配置（常勤）
 　⇒警察本部や各警察署との連絡調整、各児相に助⾔言・⽀支援を実施

○警察学校内にある模擬家屋を使⽤用した合同⽴立立⼊入訓練を開催

○「４者（県、警察、市⻑⾧長会、町村会）による連携強化に関する協定」締結
 　⇒全ての市町要保護児童対策地域協議会（実務者会議）へ警察参加

三重県オリジナル 

○児相のデータベース端末を県警本部に設置
 　⇒すべての児童虐待ケースについて最新の情報を共有

警 　察

保健機関
市 　町

学校・教育委員会

⺠民⽣生・児童委員

保育所・幼稚園

⺠民間（NPO）団体

児童相談所

医療療機関

検察庁

要保護児童	

要支援児童	

特定妊婦	

要保護児童対策地域協議会 
　多機関が連携することで 
 

　　①早期発見 
 

　　　②早期対応 
 

　　　　③情報共有　　
へ！ 
　　　　　 

県内全ての 
要対協に参加 

【合同立入訓練の様子】	 



トロさわら 

２１品目 

①児童福祉司の 
　　人材確保・育成が急務 
　児童福祉司74人中  ３年未満４０人（５４％） 
　　　　　　　　　　　　　　  ５年未満５０人
（６８％） 
 

②ライフステージごと 
　（妊娠・出産～子育て）における 
　切れ目のない支援が必要 
 

③複合化する課題（虐待・貧困・ 

　ヤングケアラーなど）への対応 
　　　生活困窮家庭　３０．６％　 
　　　ひとり親家庭　４０．５％ 
　　　　　　　　　　　【三重県ヤングケアラー実態調査結果】 
 

①人材の確保・育成（量と質の確保） 
　　⇒ＡＩを活用した 
    　　児童虐待相談対応支援ｼｽﾃﾑ 
　　　　　　　　　　　　　　　　
(AiCAN) 
 
 

②市町こども家庭センターの	  
　設置促進	
 
  
 

③子ども・家庭への包括的な支援	  
　　⇒ﾔﾝｸﾞｹｱﾗｰ・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの配置 
　　　　家事援助サービス補助　等 

県が抱える課題 
 

今後の取組の方向性 
 

　児童虐待を取り巻く課題
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1

新たな夢の実現に向けて 
　～未来を担う子どもたちを守り育てる 

2子ども・子育て応援 
　　　　　総合補助金を創設 
－市町の創意工夫による 
　　     子育て支援を県が後押し 

－老朽化した子ども施設を計画的に改修・更
新 

国児学園　正面玄
関 

県児童福祉施設の 
　　　　　　　計画的な整
備 

R５予算において「みえ子どもまるごと支援パッケージ」を発表 

約３億円 

（R5予
算） 

 

　９８.6億円 
対前年 
＋２２％ 

（R5予
算） 
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・R5年度-国児学園寮舎（築54年経過）建替に向け設計に着
手 ※三重県唯一の児童自立支援施設 
・R6年度-北勢児相（築３５年経過）の改修に向け着手（予定） 

（２０２３．２．１
３） 



　ぜひ三重県にお越しください
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・リアス式海岸など美しい自然、 

　伊勢神宮をはじめとした豊かな歴史・文化 

・松阪牛、伊勢海老など美しい風土に育まれた豊かな食 
 

伊勢神宮 伊勢海老 

日本酒 

松阪牛 

伊賀忍者 


